
 

WANTED 

「特定外来生物」ウチダザリガニ  を調べています 

青白色の斑紋 

北アメリカ原産の外来生物。大正末期から昭和初期に食用として北海道

に移植されて定着、その後福島県裏磐梯の湖沼に持ち込まれた。 

新潟県内では、平成23年（2011年）に阿賀町日出谷の阿賀野川で初め

て確認され、阿賀野川下流や支川に分布を広げつつあるとみられる。 

アメリカザリガニ 

ウチダザリガニほど大きくならない。若い個体は 
緑黄褐色、成熟すると赤色になる。ハサミの表面 
にツブツブ、トゲトゲの突起がある。 

◆特徴 

体長15ｃｍ、はさみを入れ
ると25ｃｍに達する巨大なザ
リガニ。オスは特にハサミが
大きい。体の色は暗緑色～茶
褐色、ハサミのつけねに大き
な青白色の斑紋がある。 

◆飼育、移動禁止の侵略的外来生物 

外来生物法で「特定外来生物」に指定され
ており、飼育や販売、放流、生きたままの持
ち出しが禁止されている。 

違反した場合、個人では３年以下の懲役
または３００万円以下の罰金、法人の場合は
1 億円以下の罰金。 

情報をお持ちの方はご連絡ください  生物多様性保全ネットワーク新潟 事務局      
メール：naturewk＠basil.ocn.ne.jp   電話・FAX： 025-270-2010 （井上） 

ウチダザリガニ 
ハサミの根元の斑紋が目立つ 

英語名 Signal crayfish 

“ウチダ” はこのザリガニを

調べた北海道大学の内田亨

氏の名前に由来 

在来種ではない！ 


